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Ji) g ~ □ ＿ 三 口
暖 か く な っ て 海 辺 ヘ エ ヵ 、 し 1 る 廃 会 か 多 く な り ま し た ． 虚 l1 曰 ご ろ

見 な れ な い 生 さ も の か い ， ば い す し で い ま す か 、 そ の 中 で 最 U グ ロ テ

ス 2 な  も (f) は  ア メ ブ ラ ン で は な い で し ょ う か 。 ア メ フ う シ ［ 註 易 色 に 臼

¥'l 砂 点 の あ る 20cm か ら 砂 叫 ： 逹 す る 祝 物 で 、 怠 l:: は 海 面 下 の 后 り ） J:..

を (J1., そ り あ ら い て い る の ガ 這 、 う う に み ら れ ま す 。

が コ テ ス ク 信 ア メ フ ラ シ に 疎 れ る 気 ア 』 ど し 刀 い 人 も い る で し ょ う

か も し 弦 〈 1 甲 し た り し て い じ め ユ ず 這 色 (J): 、 オ 吃 一 面 、 に 出 す 性 筒 が

っ て い く よ う に 見 え る の で こ O') 名 が あ る の で し ょ う 。

籾 加 こ 噂 全 て 方 ス と メ ス の 区 号 ］ が あ る わ け で は あ り ま せ い 刀 ス 、

1- 意

タ ト と 名 い も の で 、 ア メ フ ラ シ も 々 の 一 つ で ｀ ず 暦 ： ： ： 刀 ら と 危 袢 し ま 可

...1 と 呼 ば 匂 て

~ --- ---·-·····- —~---, ▲― - .  → 二

い 呑 可 。

ア メ フ ラ シ l訂 悠 さ 貝

の な か え で 可 が 、 貝 が ら

は 氾 化 し ノ て 小 さ く な り 柔

ら か い 体 、 の 中 に う ま っ て

L  ¥ ま 可 。 行 な か 側 か ら で

わ る と そ れ か わ か り 迂 す 。



行 皐 の お 知 ら せ

1 自 然 致 室 呉 蒻 山 l新 縁 碍 胴 巧 ぃ 謹 羞 物 や 氾 恥 観 葵 を し ま 可 。
． ．  きと

と こ ら ：

コ ース

5 月 凶 日 （ 日 ） 午 荊 9 時 30 介 （ 雨 天 成 さ ほ 5 月 21 B  (8) に 延 荊 ）

呉 郊 山 公 固 口 広 1-i ( 印 恥 イ ツ 登 り 口 の と 、 、 ） ） ）

呉 劾 山 公 固 口 広 吟 一 ー 充 心 ー ー 金 汎 い 口
（ 金 屋 口 で 芹 散 午 後 3 時 30 分 こ ｀ ら ）

対 象 ； 一 般 （ ） ） ヽ ＇ 学 生 は 平 年 以 1:.. で ＇ 、 イ 呆 誇 念 つ き ヤ い の 、 、 と ）

申 し 込 み ：  ］ ヽ ガ ＇キ に ｀ ① 滉 羽 山 j に 参 加 命 哩 ② 麟 0 希 望 若 全 員 の
氏 色 ・ 年 令(>

入 O).L 、 5 月 (;8 ま で に 申 し 込 ん で 下 さ い 。

申 レ 込 み 免 ：  餡 山 市 え 斗 営 文 化 セ ン タ ー 建 器 準 1布 皐 務 局

注 念 ．・ 当 日 仇 靱 、 天 1皮 か 不 Hj 頁 で 行 挙 か 中 止 1J 、

＼  

対 ゑ : - 船 成 人 （ 神 セ iv で 3 嬬 ）

特 ち 均 ： ス ケ 、 ン チ フ,. ック． 嘩 訊 ） 引 呉

印 し 込 み ．． 往 復 ハ が 令 に ① ぼ ち の 牙 直 杓 」 に 参 加 希 望 ② 参 ヵ 印 届 ． の

ま で 申 し 込 卜 で 下 さ い 。
和 込 み 先 ． ． 自 然 放 空 'c. m じ＇

窟 山 市 羽 斗 雰 文 化 ヒ 汐 ー
建 設 準 怖 騎 鳴

冠 30 腐 詞 丸 吋 内 1-4--150
伝 山 布 立 図 忍 館 内

T E L  32.-7'2 「 に （ 内 翁 畷 、 団 ）


